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朝日工業グループ会社案内

〒170-0013 東京都豊島区東池袋3-23-5 Daiwa東池袋ビル

朝日工業株式会社　管理本部 主計部 企画課　TEL 03-3987-4095　メールアドレス ir@asahi-kg.co.jp

上武 ‒ 砕 石 砕 砂 ‒

朝日アグリア‒ 農 業 ‒

朝日工 業 ‒ 鉄 鋼 ‒



資源循環型社会の実現を目指す朝日工業グループの活動は、

実は、みなさまの生活の中でひとつひとつ息づいています。

その活動領域は、いま、3領域に広がっています。

資源循環をかたちにしていく活動を、

これからも、あらゆる領域でつぎつぎと。

さあ、資源循環型社会の実現へ

鉄鋼
〈朝日工業〉

農業
〈朝日アグリア〉

砕石砕砂
マテリアルリサイクル

〈上武〉

経営理念
誠実で、公正、公平、誰からも愛される会社であり続けます。

良い製品、良いサービスを提供し、
地球環境に貢献し続けます。

CSR指針
社会への貢献、感謝、恩返しを

大切にします。

環境指針
環境負荷低減、地球温暖化防止、
ゼロエミッションを通して、
環境へ貢献します。
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朝日工業 朝日アグリア 上武

乾牧草
〈 朝日アグリア 〉

種子
〈 朝日アグリア 〉

ねじ節鉄筋
〈 朝日工業 〉

木くずチップ
〈 上武 〉

鉄鋼事業 農業資材
事業

 砕石砕砂・
マテリアルリサイクル

事業

こんなところに朝日工業グループ 3つの分野

私たちの製品は安心して安全に暮らすために、

なくてはならないものばかり。

これからもずっと、

都市の生活も、地方の暮らしも

支える製品をつくり続けます。

砕石砕砂
〈 上武 〉

異形棒鋼
〈 朝日工業 〉

農家向け肥料
〈 朝日アグリア 〉

家庭園芸用肥料
〈 朝日アグリア 〉

構造用鋼
〈 朝日工業 〉
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HISTORY

COMPANY OVERVIEW

朝日化学肥料株式会社 創立
肥料事業の前身（兵庫県尼崎市）

日本ニッケル株式会社 創立
鉄鋼事業の前身（埼玉県児玉郡）

朝日化学肥料株式会社が
日本ニッケル株式会社を吸収し、
社名を西武化学工業株式会社に変更
鉄鋼と肥料というビジネスモデルが誕生

朝日工業株式会社 設立

ジョンソン朝日Pty.Ltd.を合弁で設立
（オーストラリア ビクトリア州）

セゾングループより独立

JASDAQ証券取引所に上場
（現東京証券取引所JASDAQ）

合同製鐵株式会社による当社株式に対する
公開買付け成立、合同製鐵グループ入り
JASDAQ上場廃止
関東デーバースチール株式会社設立

朝日化学肥料（株）創立

1 9 3 5

西武化学工業（株）

1 9 6 0

西武流通グループ入り

1 9 7 0

朝日工業（株）

1 9 9 1

セゾングループより
独立

2 0 0 3

JASDAQ
証券取引所に上場

2 0 0 5
合同製鐵（株）によるTOB成立
合同製鐵グループ入り
JASDAQ上場廃止

2 0 1 9

日本ニッケル（株）創立

1 9 3 6

朝日工業（株）

2 0 2 0

朝日アグリア（株）

2 0 2 0
合併 分割

朝日工業株式会社
〒170-0013
東京都豊島区東池袋3-23-5 Daiwa東池袋ビル
03-3987-2161
http://www.asahi-kg.co.jp
1935年8月16日
1991年10月29日
合同製鐵株式会社
2,190百万円
258名
鉄鋼事業：異形棒鋼（ねじ節鉄筋を含む）、
             構造用鋼の製造・販売　

商 号
本 社

T E L
U R L
創 立
設 立
親 会 社
資 本 金
従業員数
主要事業

事業所・工場

事業所・工場・農場

子会社 3社 

関連会社

●ジョンソン朝日

●朝日工業
　埼玉事業所・埼玉工場
●朝日アグリア 
　関東工場（肥料）
　神川農場（種苗・肥料）

●上武

●朝日アグリア
　千葉工場（肥料）

●朝日工業本社
●関東デーバースチール
●朝日アグリア本社

●朝日アグリア
　関西工場（肥料）

●朝日アグリア
　大阪事業所

19361935 1960 1970 1991 1995 2003 2005 2019 2020

西武流通グループ
（後のセゾングループ）入り

農業資材事業を分割
朝日アグリア株式会社設立・農業資材事業を承継

沿　革

会社概要（2021年4月1日現在）

1.朝日アグリア株式会社（朝日工業100％出資）
主要事業：肥料の製造・販売、野菜品種の開発、種の生産・販売、乾牧草の輸入・販売
従業員数：184名
〒170-0013
東京都豊島区東池袋3-23-5 Daiwa東池袋ビル
TEL　03-3987-2163　URL　http://www.asahi-kg.co.jp/agria

2.株式会社上武（朝日工業100％出資）
主要事業：砕石砕砂の製造・販売、建設廃材等の中間処理、
             再生骨材・木くずチップの製造・販売
従業員数：41名
〒369-1601
埼玉県秩父郡皆野町大字金沢3085-1
TEL　0494-62-1321
URL　http://www.jobu-sg.co.jp

3.朝日ビジネスサポート株式会社（朝日工業100％出資）
主要事業：業務請負・人材派遣
従業員数：19名
〒367-0301
埼玉県児玉郡神川町渡瀬222
TEL　0274-52-6411
URL　http://www.asahi-kg.co.jp/abs

ジョンソン朝日Pty.Ltd.（朝日アグリア持分法適用関連会社）
主要事業：乾牧草の生産・輸出
Lot 1 Plumpton Rd Horsham 3400 Australia

関連会社

関東デーバースチール株式会社（朝日工業40％出資）
主要事業：棒鋼及びこれに付随する加工品並びに付帯商品の販売に関する仲介業他
従業員数：44名 
〒100-0005
東京都千代田区丸の内1-9-1 丸の内中央ビル10階
TEL   03-6267-0030

〒367-0394
埼玉県児玉郡神川町渡瀬222
TEL　0274-52-2711〈埼玉事業所〉
     　0274-52-2713〈埼玉工場〉

埼玉事業所・埼玉工場

千葉工場（肥料工場）
〒289-0506
千葉県旭市さくら台1-13
TEL　0479-68-1600

〒530-0047
大阪府大阪市北区西天満1-2-5 大阪JAビル12階
TEL　06-6311-6215

関西工場（肥料工場）
〒528-0005
滋賀県甲賀市水口町水口6776
TEL　0748-62-8171 

大阪事業所

〒367-0394
埼玉県児玉郡神川町渡瀬222
TEL　0274-52-2712

関東工場（肥料工場）

〒367-0232
埼玉県児玉郡神川町
大字新里字東北原863-2

神川農場（肥料・種苗研究農場）

事業環境が大きく変化しても、私たちは、85年を超える歴史の中で培われた品質へのこだわりと
地球環境重視の姿勢を、今日まで貫いてきました。
これからも、合同製鐵グループのメンバーとして持続可能な未来を創るため、
しなやかに、タフに、あらゆる課題に挑んでいきます。

会社情報
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朝日工業
鉄鋼事業

生活基盤を支える強い鉄を造る。
スペシャリティ分野で攻める。

鉄スクラップを主原料として、環境に配慮した製造設備と厳しい品質管理により、
鉄筋と構造用鋼を製造する電気炉メーカーです。
合同製鐵と連携し、より高い技術、より強い販売力を目指し、イノベーションとチャレンジを重ねていきます。

異形棒鋼（鉄筋）

建築分野ではマンションやオフィス
ビル、土木分野では高速道路や鉄道
の橋脚部分などに使用され、私たち
の生活基盤を支えています。

ねじ節鉄筋「ネジエーコン」　

ねじ状の節を特徴とする鉄筋です。圧接
の代わりにカプラーと呼ばれる機械式継
手で鉄筋同士を継ぐことができ、工期短
縮や天候に左右されにくいというメリット
によりニーズが高まっています。

構造用鋼

構造用鋼は二次加工用の鋼材で、
ボルト、ナット、ブレースなどに生まれ
変わり、建築・土木、機械など幅広い
分野で使用されています。

特殊鋼

細かな成分管理により、硬度、強度、粘
り強さなどを調整できる鋼材で、自動
車、建・産機向け部品、作業工具などに
使用されています。2018年度に検査設
備などを増強し、ユーザー層の拡大を
図っています。

S P E C I A L T Y

S P E C I A L T Y

ねじ節鉄筋

構造用鋼（特殊鋼）

埼玉工場
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朝日アグリア
農業資材事業

食の安心・安全を支える。
スペシャリティ分野で勝ち抜く。

肥料事業

埼玉、千葉、滋賀に工場を持ち、臭
気、排水、排ガスなど環境に配慮し
た設備で、農家から家庭園芸愛好
家まで幅広いユーザーに対応した
肥料を製造しています。

種子と牧草を扱う日本で唯一の肥料メーカーです。
持続可能な農業を実現するため、国内外の研究機関や国内行政機関などと協力し、
未利用資源の有効利用や省力型農業を推進しています。

有機質肥料

〈 農家向け肥料 〉 〈 家庭園芸用肥料 〉

家畜ふんなどを原料に、独自の粒状化技術で誕生した粒状肥料をメインに、微生物資
材・土づくり資材・液肥など、安全性・利便性・環境を重視して開発した有機質肥料を
全国にお届けしています。

種苗事業

耐病性、高収量、容易な栽培管理に
焦点を当て開発された野菜品種の
種子を国内外に販売しています。

カボチャ、台木、ブロッコリー

需要拡大が見込める商品とし
て、研究開発と販売戦略に注
力し、特にカボチャと台木につ
いては、海外市場のマーケティ
ングを強化しています。　

S P E C I A L T Y

S P E C I A L T Y

牧草事業

オーストラリア合弁会社「ジョンソン
朝日Pty.Ltd .」を事業の拠点に、良
質な乾牧草を日本の酪農家・肉牛
農家に安定的に供給しています。

オーツヘイ（えん麦）

ジョンソン朝日による徹底した
トレーサビリティと品質管理の
下で生産されているイネ科の
製品で、糖度が高いため嗜好
性が高く、特に牛の食欲の落
ちる夏には好評です。

S P E C I A L T Y

関東工場 千葉工場

関西工場神川農場
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上武
砕石砕砂・マテリアルリサイクル事業

砕石砕砂事業

埼玉県（皆野町・神川町）に130万㎡の広大な良質
硬砂岩砿区を保有しています。ここで採掘された原
石はコンクリートやアスファルトの原料になり、ビ
ル、橋、道路などの建設に使用されています。良質な
砕石・砕砂を提供することによって、インフラ整備に
貢献しています。

マテリアルリサイクル事業

建物の解体から発生するコンクリートくずを再生路
盤材に、家屋の解体や樹木の伐採から出る木くずを
木くずチップとして再生させることで廃棄物の削減、
資源循環型社会の構築に貢献しています。

これからも地域のNo.1企業を目指す。
自然の恵みも廃棄物も大切な資源として活かす。

コンクリート用砕石 砕砂 道路用砕石

再生路盤材 木くずチップ
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SUSTAINABLE 
DEVELO PMENT GOALS
私たちの日々の活動がSDGsの実現につながる。
朝日工業グループは、「良い製品、良いサービスを提供し、地球環境に貢献し続けます」を経営理念に、
SDGｓを持続可能な社会実現のための世界の共通課題として認識し、
環境や社会活動のみならず、本業である事業を通じて、SDGｓ達成に向けて貢献しています。

土壌環境の維持・改善や資源循環を推進できる有機質肥料を生産・販売
自治体、大学と共同で微生物資材の研究開発

80
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105

有機質肥料で安心・安全な農業をサポート

持続可能な農業を推進

家畜ふん、飲料工場の排水、鶏の羽、パーム灰など廃棄されるも
のが肥料となり、その肥料が土を育て、作物を育み、美味しくて
安全な穀物や野菜、果物となって私たちの食卓に並びます。
私たちは有機質肥料を通じて、資源循環型農業を推進するとと
もに、豊かな実りと食の安心・安全に貢献しています。

微生物が農業の新たな可能性にアプローチ

県の研究機関や大学などと共同で、土壌や鶏ふん由来の微
生物資材の開発を行っています。
微生物資材は土壌改良効果により微生物相改善を可能にす
るため、土壌伝染性病害が軽減され、農薬の削減が期待でき
ます。また、作物の根はりが良くなり、作物の生育が促進され
るため、収量増加につながります。
私たちは環境にも人にも優しい農業を目指しています。

■CO2排出量の推移 ■エネルギー使用量の推移
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0

50

100

150

200

250

0

2,000

4,000

6,000

0

50

100

150

200

250

基準年度
（1990年度）

2018

252

206

167 158 147 3,446

100.8 101.3
98.1

3,295 3,057
146 140 130

2019 2020
年度

※1990年度電力係数を用いて各年度実績を算出

（千ｔ-CO2）

排
出
量

CO2

2005年度比
エネルギー使用量

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
原
単
位
対
前
年
比

エネルギー使用原単位対前年比

基準年度
（2005年度）

2018 2019 2020
年度

2018 2019 2020
年度

※各年度電力係数を用いて実績を算出

（千ｔ-CO2）

排
出
量

CO2

目標 目標

（テラジュール：熱量） （%）

エネルギー使用原単位対前年比が
100％を下回る場合は、前年度より原単位良化

■NOx、SOx、BODの推移
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中期環境行動計画に基づき、排水濃度やCO2排出の削減目標を設定し活動
環境負荷低減に寄与する肥料を生産・販売

水質改善、河川海洋の生態系保全・気候変動対応

障がい者が活躍できる職場環境を整備
女性が活躍できる職域を広げ女性従業員比率を向上
外国人を受け入れ、将来の現地指導者として人材を育成

障がい者雇用　女性の参画　外国人の受け入れ

多様なバックグラウンドを持つ人々が個性や価値観の違いを乗り越え、尊重し合いながら働く喜びを共有できる職場環境
づくりを目指し、障がい者の雇用、女性活躍の機会拡大、外国人スタッフの受け入れを積極的に進めています。

地球温暖化対策として、省エネルギー活動を推進し、CO2排出量の削減に積極的に取り組んでいます。環境に優しい工場を目指
し、排ガス・排水には法令で定められている基準値より厳しい自主管理目標を設定し、廃棄物については削減はもとより、社内の
再資源化や有価物としての有効利用を推進するなど、環境負荷低減に力を注いでいます。
また、環境に優しい製品の開発も私たちのミッションです。地下水汚染の原因として家畜ふんや、肥料の過剰施肥などがあげられています
が、家畜ふんを活用した有機質肥料、施肥量の削減を可能にする緩効性肥料などをお届けすることで、豊かな水資源を守っています。

各工場は豊かな自然に恵まれていますので、生物多様性に留意した工
場緑地の整備、近隣の水辺や公園、道路などの清掃・緑地保全などを
行い、生物の種・生態系の保護に努めています。
また、ヒノキや杉が生息する約40ヘクタールの社有林（群馬県）の保
全・育成を通じて、CO2の吸収を促し、温暖化防止に寄与するとともに、
動植物の生態系保護に貢献しています。

社有林の生態系保全に寄与する管理を実施／生物多様性保全に留意した事業場緑地管理を実施

持続可能な森林経営と生物多様性保全

畜産農家

家畜ふんを発酵

農家

作物を生産

朝日アグリア

肥料を製造

飼料メーカー

餌を製造

解体業者

鉄スクラップ

朝日工業

鉄鋼製品を製造

副産物（スラグ）

土木業者

道路の整備

消費者

食事

排出量取引制度を活用し超過削減分を販売

イネによる試験 大豆による試験

共同微生物資材研究

障がい者の方々が誇りをもって
自立した生活を送れるよう取り組んでいます。

研究職や技術営業職にも積極的に
女性を登用しています。

外国人スタッフが技術の習得のみならず、やりがいと
誇りをもって働けるよう支援体制を整えています。

副産物の有効利用の推進やインフラ・モノづくりの基盤となる製品を生産・販売
原料から廃棄物まで再利用を推進／環境上の悪影響を軽減し、資源循環に寄与

持続可能な資源活用、インフラ整備に寄与

車、船、家電類、建物やその他使用済み鉄製品はスクラップとなり、再び強固な鉄に生まれ変わり、人々が安心して暮らせる生活の基
盤となります。私たちの鉄づくりはリサイクルであり、製造過程で発生するスラグも大切な資源として活用されます。
さらに、環境負荷の一因となっている家畜ふんなどの廃棄物を活用し有機質肥料を開発すること、また、建物の解体で発生するがれ
き類やコンクリートくず、陶磁器くず、木くずなどをリサイクルすることで、廃棄物を削減すると同時に資源循環に貢献しています。

建設業者

建物を建設
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